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1. 固形ヨゴレの付着・脱落機構の平衡 論的 取扱い

で，ある種の付着平衡が存在することはEe2O3 ，Ferric

Oxinate   （以下Fe-Ox と略 記する）粒子ヨゴレにおいて

既に報告したとおり，溶媒，繊維の種類にかかわらずい

ずれもフロインドリッヒ型の付着を示す。



本報ではヨゴレの付着しやすいポリプロピレン平織布

をモデル繊維として，各種界面活性剤水溶液中に分散さ

せた Ｆｅ-Ｏｘ の付着平衡から再汚染性をしらべた。

2. 界面活性剤は非イオン( ポリオキシエチレンノニ

ルフェノールエーテル型,   E. 0 = 8), Na-ABS,  Na-LAS

牛脂脂肪酸石ケンの５種類。浴濃度は0.0002% ～0.4%

の20 段階,  Fe-Ox ヨゴ レの浴濃度を0.1% に限定し，

恒温振S.機(40 ° C,  Stroke＝130回/分)128 時 間迄の振

堡より付着平衡値を求 めた。Fe-Ox 付着量は汚染布を

クロロホルム抽出後分光々度計( λmax=470m μ)にて比

色定量を行なった。

3,     Fe-Ox 平衡付着量一界面活性剤濃度曲線を 作製

したところ，従来みられなかった顕著な特性が明らかと

なった。

即ち，アニオン系活性斉Uでは0.002 ％ 付近に付着量の

極小値，0. 005%  (Na-LAS),   0. 01%(Na-ABS),  0.02%

(牛 脂石ケン)，0.035%(SDS), に そ れぞれ極大値が

みられ，非イオン活性剤では0.001% に極大値が得られ

た。この結果は,    P.P/Fe-Ox 系の洗浄性と関連づけて

考察する場合の重要な知見を与えると考えられる。
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